
市長として
男女共同参画施策に
取り組む
　豊中市では、性別にかかわりなく、
男女が平等にその個性と能力を発揮し、
社会のあらゆる分野における活動に対
等に参画できるよう、平成15年に「男女
共同参画推進条例」を制定するとと
もに、「豊中市男女共同参画計画」を策
定して、男女共同参画社会の実現に向
けて総合的な施策の展開を図ってきま
した。
　現在、平成 23 年度に改定した「第 2
次豊中市男女共同参画計画」に基づき、
社会情勢の変化による新たな課題にも
対応しながら、拠点施設である「とよな
か男女共同参画推進センターすてっぷ」
で、情報収集、相談、市民活動の支援、
講座の開催などさまざまな事業を行っ
ています。
　これまでの男女共同参画計画におけ
る取り組みの成果として、性別役割分担
の考えを前提とする人の割合が減少し
たほか、すてっぷの認知度の向上など
があげられます。一方、女性やひとり親
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の就労状況の厳しさ、ＤＶ（ドメスティッ
クバイオレンス）の問題など、男女共同
参画社会の実現に向けた課題は多く
残されており、引き続き、取り組みを
すすめていくことが必要であると考えて
います。

食は自立の基本
　男女共同参画社会の実現は、女性に
とっても男性にとっても生きやすい社会
をつくることです。しかし、さまざまな
場面で固定的な性別役割分担の意識が
男性により根強く残っている、と感じる
ことがあります。例えば、男性は、仕事
を優先することが当たり前になっていて、
家庭における家事分担を考える機会が
無いままに過ごしてきてしまった人が多
いのではないでしょうか。
　私は料理が好きで、楽しく調理をする
ことで、発想力や創意工夫する能力が
高まるとも感じています。日常生活にお
ける自立のポイントは、食について関心
を持ち、食事の準備・調理・後片付け
をすることにある、と私は考えています。
　昨年、男性の保護者にも子育てや食
育に関心を持ってもらう目的で開かれた

「お父さん力アップ講座『市長と一緒に
クッキング』」（主催・すてっぷ）で、講
師をつとめました。
　料理を通じて、参加されたみなさんと
の会話を楽しむことができました。食
事を共にすることにより、コミュニケー
ション力や感謝の気持ちが培われ
ます。大人も子どもも共に協力し、食生
活を大切にしてほしいものです。

ＤＶのない
安心して暮らせる
まちをめざして
　ＤＶは、犯罪となる行為をも含む重大
な人権侵害であり、大きな社会問題と
なっています。平成25年度、すてっぷ相
談室には、441件のＤＶに関する相談
が寄せられており、多様で複雑な背景
を持つ相談者の増加とともに、若年層
の交際相手からの暴力も顕在化してい
ます。
　市では、警察、民間団体などで構成
する「豊中市ＤＶ防止ネットワーク会議」
を組織するとともに、平成22年度に「豊
中市ＤＶ対策基本計画」を策定し、ＤＶ
防止啓発・被害者支援など総合的な
対策を講じています。

特別寄稿特別寄稿

豊中市が取り組み進めていく男女共同参画施策について、3期目がスタートした淺利敬一郎市長に 思いを綴っていただきました。

　毎年11月12日～25日は「女性に対す
る暴力をなくす運動」期間です。

　今年度も、この期間
にあわせて阪急豊中
駅前にＤＶ防止啓
発の横断幕を掲

げるほか、市役所庁舎内やすてっぷに
おいて関連事業を行います。
　ＤＶを防止していくには、男女の人権
を尊重し、個人の尊厳を傷つける暴力は
許さないという意識を社会全体で共有
することが重要だと考えています。

｢市長と一緒にクッキング｣での淺利市長
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阪急豊中駅前ひろばの横断幕掲示

昨年と同じく今年もやります

  パープル
 リボンツリーと
マチカネくん 豊中市役所第ニ庁舎１階ロビーでも関連

展示 (11/11～11/27 )を行います
( 写真は平成25年度の様子 )

はたらく女性、
はたらきたい女性を応援します

海外の女性の働き方や
文化の話を聞きました

女性の
就労支援

＊第３木・第３土＊働く女性のちょこっと相談
＊月・金＊就労相談
＊5/18＊すてっぷゼミナール②（古久保さくら）
    　　　シングルマザーと一緒に生き抜く知恵を出し合おう
＊6/12＊すてっぷゼミナール③（横川　亘）
    世界をめぐって考えた
    働く日本女性へのメッセージ

＊7/27＊シングルマザーの働く基礎知識（林誠子）
＊10/16・17＊もう一度働く！入門講座
＊10/30 ～＊もう一度働く！短期集中 ExcelWord( 無料 )

これからの
講座・イベント情報は巻末８Pへ

オトナ女子の
「どうしてつらいのかな？」を考えました

若年
女性支援

生きづらさ・働きづらさを感じている
女性に贈る３つのセミナー
＊8/1＊気持ちを伝える
    　　  秘密のレッスン（他２回）

「◯◯ちゃんのママ」から
「わたし」に戻る時間をつくります

テレビCMについて
みんなで語り合いました

かわいい子供服に
参加者も夢中

子育て
支援

＊第 2月＊ママカフェほっとタイム
＊第 4月＊保育つきライブラリー
＊4/19＊すてっぷゼミナール①（伴野多鶴子）
   　　　 親と子の距離を縮めるコミュニケーション
＊4/21＊メディアでおしゃべり
   　　　（全３回）

＊7/17＊子供服交換市
   　　　じゃんぶるまーと

豊中市･市内の団体･教職員の
みなさんと連携事業をしています

地域
ネットワーク

＊7/26＊男女共生教育授業者養成基礎講座
＊9/21＊すてっぷ・こくりゅう・サロンでジャンプ
＊9/21＊ライブラリーまつり

くわしくはすてっぷHPへ

パープルリボンは“女性に対する暴力を
なくす運動”のシンボルマークです

豊中市男女共同参画推進条例
第２次豊中市男女共同参画計画 にもとづく拠点施設 すてっぷ 2014年度の取組み
スローガン  人と地 域を元気にする男女共同参画

すてっぷON!
vol.6

2014.09

03


